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はじめに 
ロシアのウクライナ侵攻のインパクト 
 

１． 冷戦期の軍縮・軍備管理レジーム 
・レジーム 
所与の争点領域における、アクターの期待が収斂するところの明示的もしくは暗黙的な原

理・規範・ルール・決定手続き（S. Krasner） 
・理想と現実の間で―冷戦期の軍備管理レジームと国際人道法 
→ 戦略的安定性のための軍備管理レジーム、 

     非人道被害回避のための「軍事目標主義」「害敵手段の制限」 
２． 冷戦終焉後の軍縮・軍備管理レジーム 

・軍縮と軍備管理の接近？―冷戦終焉以後の軍縮・軍備管理レジーム 
 国際社会の安定を維持するために、軍縮を行う余地の拡大？ 
 違反者、逸脱行為者に対する非難、逸脱者も言い訳、行動変容→レジームが機能？ 

３． 2000 年代以降の軍縮・軍備管理レジーム 
・人道と安全保障の間の亀裂拡大？ 
 人道の観点から軍縮を迫る勢力と安全保障の観点から軍縮に反対する勢力間の対立 
・クラスター弾条約：弱いレジーム？ 期待の収斂の度合い弱い？ 
・核兵器禁止条約 軍縮派と、核抑止派の対立激化 

４． レジーム崩壊のきっかけ？―ロシアのウクライナ侵攻 
・レジームからの逸脱行動（地雷、クラスター弾） 
逸脱行動に対する批判は弱い？ 
ただしウクライナ、ロシアは使用を否定→ レジームの崩壊にまでは至っていない 

・核兵器関連レジームの根幹の動揺 
・ハイブリッド戦争 

５． 新しい暗黒に陥らないために 
・軍縮・軍備管理レジームの動揺 
・非人道的被害回避のため、国家間で積み上げてきたルールも風前の灯火 
・レジーム崩壊を防ぐために 
逸脱行為に対する非難の継続、非国家主体による逸脱行為への対処・・・ 
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